
 

当
た
り
前
の
日
常
に
感
謝
し
て 

副
校
長 

河
野 

真
典  

 

待
ち
に
待
っ
た
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
校
庭
の
桜
の

木
は
、
始
業
式
の
薄
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
で
は
な
く
、
既
に
新

緑
の
ま
ぶ
し
い
木
に
変
わ
り
、
休
校
期
間
の
長
さ
を
改
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、

休
校
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
心
の
支
え
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
関
わ
り
、
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
三
ヶ
月
の
休

校
期
間
を
振
り
返
っ
て
、
学
校
が
開
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
ど
れ
だ
け
異
常
な
こ
と
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
学
生
の
頃
、
学
校
が
嫌
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
て
も
、

休
日
や
祝
日
、
長
期
休
業
が
嬉
し
く
感
じ
、
そ
れ
は
教
員
に

な
っ
て
か
ら
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
今
回
の
三
ヶ
月
で､

学
校
っ
て
こ
ん
な
に
も
大
切
な
も

の
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
人
は
、
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

四
月
、
五
月
の
学
校
生
活
を
す
ぐ
に
取
り
戻
す
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
日
常
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
の
喜
び
を
大
切
に
し
て
い
け

ば
、
一
日
一
日
の
学
校
生
活
は
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
も

の
に
な
る
は
ず
で
す
。
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
を
最
優
先
に
考
え
、
焦
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
感
謝
の
気
持

ち
を
も
っ
て
、
学
校
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
三
密
に
気
を
付
け
、
体
育
、
音
楽
、
家
庭
科
、

対
話
活
動
、
給
食
な
ど
は
、
特
に
気
を
付
け
な
が
ら
指
導
し

て
い
き
ま
す
。
人
と
接
す
る
こ
と
を
控
え
る
こ
と
が
常
識
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
と
心
の
つ
な
が

り
は
今
ま
で
同
様
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

最
後
に
、
学
校
休
校
期
間
中
に
私
が
目
を
覚
ま
さ
れ
た
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
環
境
の
せ
い
に
し
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
疎
か
に
し
て
い
な

い
か
』 

東
京
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
の
大
迫
傑
選
手
の
言
葉
で
す
。
ど

ん
な
状
況
で
も
「
今
や
れ
る
こ
と
を
や
る
」
、
こ
れ
が
大
事
な

ん
だ
と
、
気
持
ち
の
萎
え
て
い
た
自
分
に
渇
を
入
れ
て
も
ら

え
た
一
言
で
し
た
。 

 
 

 

 

令
和
二
年 

六
月
号 

学

校

だ

よ

り 

大
田
区
立
南
蒲
小
学
校 

 

     

今
年
度
の
研
究
主
題
に
つ
い
て 

研
究
主
任 

早
川 

真
理
亜 

 

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
算
数
に
お
け
る
関
心
意
欲
の
向

上
と
い
う
主
題
か
ら
得
た
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、 

 

「
基
礎
的
な
学
力
の
確
か
な
定
着
を
図
る
指
導
の
工
夫
」 

 

と
い
う
、
主
題
と
い
た
し
ま
し
た
。
主
に
算
数
に
お
い
て
、

数
と
計
算
の
領
域
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
な
学
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
導
入
で
前
時
の
復
習
を
す
る
こ
と
や
、

具
体
物
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
子

ど
も
へ
の
個
別
指
導
の
方
法
な
ど
を
工
夫
し
て
、
効
果
的

に
行
え
る
よ
う
研
究
を
進
め
ま
す
。
休
校
中
に
進
め
ら
れ

な
か
っ
た
学
習
に
つ
い
て
も
確
実
に
定
着
を
図
る
よ
う
、

教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
指
導
を
行
い
ま
す
。 

 

家
庭
と
連
携
し
た
支
援 

 

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

相
澤 

聖
香 

 

特
別
支
援
教
育
が
年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
で
力
を
つ
け
、
自
信
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
る
子
が
増
え
た
り
、
教
員
も
、
専
門
家
に
ク
ラ
ス
の 

様
子
を
観
察
し
て
も
ら
い
、
支
援
の
助
言
を
学
級
経
営
に

生
か
し
た
り
し
て
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

特
別
と
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
に
応
じ

た
支
援
を
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
支
援
に
は

家
庭
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。 

個
人
面
談
で
は
、
お
子
さ
ん
の
特
性
を
共
有
し
、
よ
り

良
い
成
長
を
探
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

六
月
行
事
予
定 

 
 
 
 
 
 

※ 

○
囲
み
は
学
年 

一
日
（
月
）
分
散
登
校
開
始 

八
日
（
月
）
地
域
巡
視
（
十
二
日
ま
で
） 

早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
週
間
（
十
九
日
ま
で
） 

一
〇
日
（
水
）
給
食
開
始
・
安
全
指
導 

一
五
日
（
月
）
家
庭
学
習
定
着
週
間
開
始
（
一
九
日
ま
で
） 

 

二
二
日
（
月
）
全
校
朝
会 

二
四
日
（
水
）
短
縮
四
時
間
授
業 

二
五
日
（
木
）
避
難
訓
練
（
地
震
） 

二
七
日
（
土
）
臨
時
土
曜
授
業
・
四
時
間
授
業 

二
九
日
（
水
）
児
童
集
会
（
一
年
生
を
迎
え
る
会
） 

 
 
 
 

 
 

委
員
会
⑤
⑥ 

三
十
日
（
木
）
代
表
委
員
会 

 《
七
月
の
主
な
行
事
》 

 
 

一
日
（
水
）
自
転
車
教
室
③ 

 
 

四
日
（
土
）
臨
時
土
曜
授
業 

 
 

六
日
（
月
）
児
童
集
会
・
委
員
会
活
動
⑤
⑥ 

 
 

八
日
（
水
）
四
時
間
授
業
・
避
難
訓
練
一
斉
下
校 

安
全
指
導 

 

一
〇
日
（
金
）
た
て
わ
り
班
遊
び
・
代
表
委
員
会 

 

一
一
日
（
土
）
土
曜
四
時
間
授
業 

 

一
三
日
（
月
）
音
楽
朝
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
④
⑤
⑥ 

 

一
八
日
（
金
）
給
食
終
了 

 

二
〇
日
（
月
）
四
時
間
授
業 

 

二
一
日
（
火
）
夏
季
追
加
授
業
四
時
間
授
業
（
八
月
七
日
ま
で
） 

二
七
日
（
月
）
三
者
面
談
（
三
〇
日
ま
で
） 

 

※
五
月
二
十
五
日
現
在
の
予
定
で
す
。
今
後
、
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
学
年
便
り
等
の
お
知
ら
せ
を
随
時

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

六
月
生
活
目
標 

「
健
康
で
安
全
な
生
活
を
し
よ
う
」 

第
一
週 

ハ
ン
カ
チ
、
マ
ス
ク
を
必
ず
身
に
つ
け
よ
う
。 

第
二
週 

し
っ
か
り
と
手
洗
い
を
し
て
、
清
潔
に
し
よ
う
。 

 

第
三
週 

学
校
の
き
ま
り
を
確
か
め
よ
う
。 

 

第
四
週 

ろ
う
か
は
静
か
に
右
側
を
歩
こ
う
。 



 


